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◇
研
究
主
題
（
全
国
統
一
研
究
主
題　
第
13
期
１
年
次
）

「
未
来
を
切
り
拓
く
力
を
育
む
　
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
」

◇
サ
ブ
テ
ー
マ

「
ふ
る
さ
と
に
誇
り
を
も
ち
　
未
来
を
切
り
拓
く�

心
豊
か
な
人
づ
く
り
を
目
指
す
　
こ
れ
か
ら
の�

学
校
運
営
の
推
進
」

◇
サ
ブ
テ
ー
マ
の
設
定
理
由

　

国
際
化
や
Ａ
Ｉ
の
活
用
な
ど
に
よ
る
科
学
技
術
の
進
展
、
価

値
観
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
な
ど
、
私
た
ち
を
取
り
巻

く
社
会
は
急
速
に
変
化
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
長
い
コ
ロ
ナ

禍
の
中
で
様
々
な
教
育
活
動
が
制
限
を
強
い
ら
れ
、
自
由
闊
達

に
思
い
切
り
表
現
を
し
た
り
他
者
と
交
流
し
た
り
す
る
体
験
や

心
身
と
も
に
切
磋
琢
磨
す
る
機
会
が
以
前
に
比
べ
て
減
少
し
た

と
感
じ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
背
景
に
お
い
て
、
解
決
が
困
難
な

諸
課
題
に
立
ち
向
か
う
心
と
力
を
兼
ね
備
え
た
人
づ
く
り
を
目

指
し
、
未
来
社
会
の
担
い
手
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
必
要
な
資

質
や
能
力
を
育
む
こ
と
は
、
学
校
教
育
に
課
さ
れ
た
重
要
な
課

題
で
す
。

　

ま
た
、
自
然
や
文
化
、
歴
史
、
伝
統
な
ど
、「
ふ
る
さ
と
」

の
良
さ
を
認
め
、
そ
の
大
切
さ
に
気
付
く
こ
と
は
、
子
ど
も
た

ち
の
感
性
を
磨
き
、
豊
か
な
人
間
性
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま

す
。
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
石
川
大
会
で
は
サ
ブ
テ
ー
マ
を

「
ふ
る
さ
と
に
誇
り
を
も
ち　

未
来
を
切
り
拓
く
心
豊
か
な
人

づ
く
り
を
目
指
す　

こ
れ
か
ら
の
学
校
運
営
の
推
進
」
と
し
ま

し
た
。

◇
開
催
期
日　
令
和
５
年
８
月
３
日
（
木
）・
４
日
（
金
）

◇
開 

催 

地　
石
川
県
金
沢
市

◇
開
催
方
法　

�

参
集
型
・
オ
ン
ラ
イ
ン
型
を
併
用
し
た
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
大
会

◇
一 

日 

目　
８
月
３
日
（
木
）

①
開
会
行
事

②
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
ふ
る
さ
と
に
誇
り
を
も
ち　

未
来
を
切
り
拓
く
心
豊
か
な
人

づ
く
り
を
目
指
す　

こ
れ
か
ら
の
学
校
運
営
の
推
進
」

【
コ
ー
デ
ィ
ー
ネ
ー
タ
ー
】

　

�

田
村�　

学�

氏
（
國
學
院
大
學　

人
間
開
発
学
部
初
等
教
育

学
科　

教
授
）

【
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
】

　

�

長
谷
川�

明
子�

氏
（
加
賀
屋
グ
ル
ー
プ　

女
将
）

　

住
田�

昌
治�

氏
（
学
校
法
人
湘
南
学
園　

学
園
長
）

　

島
谷�

千
春�

氏
（
加
賀
市
教
育
委
員
会　

教
育
長
）

③
記
念
講
演

【
演
題
】「
豊
か
な
感
性
を
育
む
場
所
を
つ
く
る
」�

【
講
師
】
長
谷
川�

祐
子�

氏

【
講
師
の
紹
介
】
金
沢
21
世
紀
美
術
館　

館
長
、
東
京
藝
術
大

学
大
学
院
国
際
芸
術
創
造
研
究
科　

教
授

　

キ
ュ
レ
ー
タ
ー
、
美
術
批
評
。
京
都
大
学
法
学
部
卒
業
。
東

京
藝
術
大
学
大
学
院
美
術
研
究
科
修
士
課
程
修
了
。
水
戸
芸
術

館
学
芸
員
、
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
美
術
館
客
員
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
、

世
田
谷
美
術
館
学
芸
員
、
金
沢
21
世
紀
美
術
館
学
芸
課
長
及

び
芸
術
監
督
、
東
京
都
現
代
美
術
館
チ
ー
フ
キ
ュ
レ
ー
タ
ー

及
び
参
事
を
経
て
、
２
０
２
１
年
4
月
よ
り
現
職
。
文
化
庁

長
官
表
彰
（
２
０
２
０
年
）

◇
二 

日 

目　
８
月
４
日
（
金
）
分
科
会

○
第
一
分
科
会
Ａ
・
Ｂ
『
教
育
課
程
に
関
す
る
課
題
』

○
第
二
分
科
会
『
子
供
の
発
達
に
関
す
る
課
題
』

○
第
三
分
科
会
『
教
育
環
境
整
備
に
関
す
る
課
題
』

○
第
四
分
科
会
『
組
織
・
運
営
に
関
す
る
課
題
』

○
第
五
分
科
会
Ａ
・
Ｂ
『
教
職
員
の
専
門
性
に
関
す
る
課
題
』

○�

第
六
分
科
会
『
副
校
長
・
教
頭
の
職
務
内
容
や
職
務
機
能
に

迫
る
課
題
』

○
特
別
分
科
会
①
『
時
宜
に
応
じ
た
課
題
』

　

講
師　
上
智
大
学　

総
合
人
間
科
学
部　

教
授　

奈
須�

正
裕�

氏

　

講
師　

加
賀
市
教
育
委
員
会　

教
育
長　

島
谷�

千
春�

氏

○
特
別
分
科
会
②
『
開
催
地
の
創
意
を
生
か
し
た
課
題
』

　

講
師　
作
曲
家
・
ピ
ア
ニ
ス
ト
・
即
興
演
奏
家　

北
方�

喜
旺
丈�

氏

　

講
師　

人
財
教
育
家
・
メ
ン
タ
ル
コ
ー
チ　

飯
山�

晄
朗�

氏

「
こ
れ
か
ら
の
全
公
教
研
究
大
会
に
お
け
る�

�

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
モ
デ
ル
の
構
築
を
目
指
し
て
」

　

全
公
教
全
国
研
究
大
会
は
こ
の
3
年
間
の
コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
、
そ
の
開
催
方
法
が
様
々
な
形
で
模
索
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
以
前
、
本
大
会
は
夏
季
休
暇
中
に
3
日
間
、
約
２
，

５
０
０
名
の
会
員
が
開
催
地
に
参
集
し
実
施
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
石
川
大
会
で
は
今
後
の
本
大
会
の
在
り
方
に
つ
い
て
全
公

教
と
討
議
を
重
ね
、
持
続
可
能
な
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
モ
デ
ル
の
構

築
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
過
去
3
大
会
の
成
果
を
踏
ま
え
、
第
65
回
全
国

公
立
学
校
教
頭
会
研
究
大
会
石
川
大
会
は
2
日
間
開
催
と
し
、

全
国
か
ら
約
１
，
３
０
０
名
の
会
員
の
参
集
と
約
１
，
９
０
０

石
川
大
会
の
ご
案
内

第
65
回
全
国
公
立
学
校
教
頭
会
研
究
大
会

第
51
回
東
海
・
北
陸
地
区
公
立
学
校
教
頭
会
研
究
大
会

第
56
回
石
川
県
公
立
小
中
学
校
教
頭
会
研
究
大
会



5 石川大会のご案内

名
の
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
を
併
用
し
て
の
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方

式
」
で
開
催
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
2
日
間
開
催
と
す
る
こ

と
で
参
加
者
の
負
担
を
軽
減
で
き
る
こ
と
、
参
集
参
加
者
の
人

数
を
縮
小
し
オ
ン
ラ
イ
ン
方
式
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
よ
り
多

く
の
参
加
者
が
気
軽
に
参
加
可
能
で
あ
る
こ
と
等
の
メ
リ
ッ
ト

を
考
慮
し
て
の
開
催
方
法
で
す
。

開
催
方
法
の
概
要

◇
1
日
目
…
開
会
行
事
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
記
念
講
演

　

ま
だ
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
が
緩
和
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
計
画

時
、
参
集
参
加
者
１
，
３
０
０
名
が
一
堂
に
会
す
る
こ
と
は
難

し
い
と
判
断
し
、
全
体
会
は
7
施
設
10
会
場
に
分
散
し
て
の
リ

モ
ー
ト
視
聴
で
の
開
催
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
２
８
，
０

０
０
名
の
会
員
に
対
し
て
は
、
ラ
イ
ブ
配
信
に
て
視
聴
し
て
い

た
だ
く
予
定
で
す
。

　

教
育
現
場
や
そ
の
他
の
分
野
に
て
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
石
川

県
の
著
名
人
を
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
や
記
念
講
演
講
師
に
お
招
き
し

ま
し
た
。
多
面
的
な
考
え
方
や
も
の
の
見
方
を
ご
教
授
い
た
だ

け
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

◇
2
日
目
…
分
科
会
、
閉
会
行
事

　

分
科
会
に
つ
い
て
は
、
参
集
型
・
オ
ン
ラ
イ
ン
型
共
に
事
前

に
編
制
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
（
1
グ
ル
ー
プ
6
名
）
に
分
か
れ
て

協
議
を
行
い
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
参
加
は
、
昨
年
度
の
岩

手
大
会
と
同
様
に
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の
ブ
レ
イ
ク
ア
ウ
ト
ル
ー
ム
を
利

用
し
ま
す
。
全
国
各
地
の
副
校
長
・
教
頭
が
集
う
分
科
会
は
、

具
体
的
な
実
践
や
課
題
を
交
流
で
き
る
大
変
貴
重
な
時
間
と
考

え
ま
す
。
提
言
者
の
提
言
を
受
け
て
「
協
議
の
柱
」
に
沿
っ
た

活
発
な
協
議
が
な
さ
れ
る
と
考
え
ま
す
。

本
大
会
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に

　

8
月
の
本
大
会
開
催
を
見
据
え
て
、
1
月
に
オ
ン
ラ
イ
ン
開

催
に
よ
る
提
言
者
研
修
会
が
金
沢
に
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

◇
提
言
者
研
修
会
の
目
的

1
．�

提
言
者
の
提
言
を
受
け
て
本
大
会
の
協
議
が
活
発
に
行
わ

れ
実
り
あ
る
も
の
と
な
る
よ
う
に
、「
協
議
の
柱
」
を
定

め
る
。

2
．�

本
大
会
と
同
様
に
オ
ン
ラ
イ
ン
方
式
で
運
営
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
分
科
会
運
営
に
携
わ
る
役
員
が
役
割
を
確
認

し
、
本
大
会
に
お
け
る
円
滑
な
運
営
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
。

　

当
日
は
各
分
科
会
の
提
言
者
や
助
言
者
、
全
公
教
の
役
員
・

事
務
局
、
次
年
度
及
び
次
々
年
度
開
催
県
事
務
局
（
高
知
県
、

茨
城
県
）、
石
川
大
会
実
行
委
員
会
を
含
め
約
90
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
全
体
会
に
て
、「
石
川
大
会
の
意
義
」
な
ら
び
に

「
石
川
大
会
の
概
要
」「
研
究
主
題
、
サ
ブ
テ
ー
マ
、
研
究
協
議

の
視
点
」
等
に
つ
い
て
解
説
が
あ
り
、
参
加
者
全
員
で
共
通
理

解
を
図
り
ま
し
た
。

　

分
科
会
で
は
提
言
に
対
す
る
多
く
の
質
問
や
助
言
が
な
さ

れ
、
本
番
に
向
け
て
伝
え
る
べ
き
内
容
が
明
確
と
な
る
と
と
も

に
、
そ
の
方
向
性
に
つ
い
て
確
認
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
分
科
会
ご
と
に
運
営
責
任
者
、
提
言
者
、
助
言
者

の
間
で
「
協
議
の
柱
」
に
つ
い
て
話
し
合
い
が
行
わ
れ
、
焦
点

化
し
た
「
協
議
の
柱
」
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

本
番
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
進
行
や
オ
ン
ラ
イ
ン
操
作
な
ど

に
取
り
組
ん
だ
こ
と
で
、
課
題
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
も
大

き
な
収
穫
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
は
改
善

を
図
り
、
本
大
会
の
運
営
に
反
映
さ
せ
た
い
と
考
え
ま
す
。

大
会
開
催
に
あ
た
っ
て

　

教
育
現
場
に
お
け
る
現
状
に
お
い
て
、
児
童
・
生
徒
に
付
け

た
い
学
力
の
定
着
お
よ
び
令
和
の
日
本
型
学
校
教
育
の
確
立
、

子
供
を
取
り
巻
く
様
々
な
問
題
、
学
校
現
場
に
お
け
る
課
題
の

複
雑
化
や
多
様
化
、
教
職
員
の
働
き
方
改
革
な
ど
、
向
き
合
う

べ
き
課
題
は
多
岐
に
わ
た
り
、
そ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
挑
み
、

未
来
を
切
り
拓
い
て
い
く
人
づ
く
り
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
学

校
教
育
の
大
き
な
役
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
課
題
一
つ
ひ

と
つ
に
向
き
合
い
、
保
護
者
や
地
域
に
開
か
れ
た
「
魅
力
あ
る

学
校
」
を
実
現
す
る
た
め
に
、
私
た
ち
副
校
長
・
教
頭
が
何
を

な
す
べ
き
か
に
つ
い
て
、
本
大
会
で
多
く
の
意
見
が
交
わ
さ
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

石
川
の
地
か
ら
全
国
の
副
校
長
・
教
頭
の
皆
様
へ
、
多
く
の

活
力
と
示
唆
が
発
信
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
現

在
、
本
研
究
大
会
の
成
功
に
向
け
て
実
行
委
員
会
を
中
心
に
オ

ー
ル
石
川
県
教
頭
会
一
同
、
鋭
意
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
皆

様
の
積
極
的
な
参
加
お
よ
び
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

【本大会を想定しての提言者研修会の様子（1月）】


